
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人野又学園 

函館大学 

就職要覧 2019 

函館大学キャリア開発課 
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求職希望状況 （201９年度就職希望者） 

「希望勤務地・出身地」と「希望業種」は以下の通りです。 

学生の希望勤務地・希望業種は就職活動を進める中で変化するものと考えておりますので、参考までにご覧くださ

い。 

希 望 勤 務 地 ・ 出 身 地

17.8 30.9 
0.0  0.0 

九州 
4.4  8.8 

31.1  4.4 

◆◇ 平成３１年度行事予定 ◇◆ 

44.5  55.9 
8.9  

20.1  

13.3  

6.7  
4.4  

13.3  

17.8  

4.4  
2.2  2.2  

6.7  

0.0  

5.0  

10.0  

15.0  

20.0  

25.0  希望業種（％）	

２０１９年 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

学
事
日
程

入学式

（4/４）

前期授業（４/１１～８/２） 後期授業（９/２４～２/３）

後期末試験

（２/４～２/１０）

前期末試験

（8/5～8/9）

２・３年 キャリアガイダンス

１年 キャリアプランニング

夏季休業
（８/１３～９/２３）

２年次面談

３年次面談 ３年次面談

１年次面談
業界研究会

就職懇談会

就職模擬面接

研修会

卒業式

（３/１６）

４年 ハローワークとの連携による個別面談・情報提供

春季休業

（３/２～３/３１）

冬季休業

（１２/２３～

１/１４）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去３年間の主な就職先 

北海道 北昭興業㈱ 損害保険ジャパン日本興亜㈱

㈱アルファベット パステル 北信テレック㈱ 第一生命保険㈱

池垣信一税理士事務所 北都交通㈱ ＴＢＣグループ㈱

㈱魚長食品　マルカツグループ 北海道ジェネリック㈱ ㈱TOKAI

ＡＮＡ新千歳空港㈱ 北海道乳業㈱ 東京トヨタ自動車㈱

㈱エイチ・アイ・ディ 北海道旅客鉄道㈱ 東部ガス㈱

㈱エイチケイアール ㈱ムラタ　メガネのプリンス トランスコスモス㈱

㈱エスイーシー ㈱山万　金木水産食品 ㈱なとり

ＭＦフィード㈱ （福）侑愛会 日鉄住金物流㈱

遠軽信用金庫 東北 日本銀行

大槻食材㈱ 青森魚類㈱ 日本ロジテム㈱

㈱岡崎組 ㈱青森芝浦電子 ㈱フォー・アンビション

㈱キャスト 岩手中央農業協同組合 ㈱フジソフトウェアサービス

グッドホーム㈱ ㈱角弘 プリモ・ジャパン㈱

（医）向仁会 ㈱清掃センター ㈱ブロードウェイ

㈱古清商店 ㈱青南商事 ㈱ホワイトホームズ

佐藤木材工業㈱ 東奥信用金庫 ㈱マイナビ

札幌宅商㈱ トヨタカローラ秋田㈱ みずほ銀行㈱

札幌臨床検査センター㈱ 十和田観光電鉄㈱ ㈱ミニミニ

㈱ジェイエイ・エネルギー販売 花巻信用金庫 明治安田生命保険(相)

㈱常口アトム 福島民友新聞社 明和地所㈱

新函館農業協同組合 ブリヂストンタイヤジャパン㈱　北日本支社 ㈱ＲａｙＡｒｃ

生活協同組合コープさっぽろ 水沢ツーリストサービス㈱ ㈱ローヤル物産

第一鉄鋼㈱ ㈱三田商店 中部
ダイハツ北海道販売㈱ ㈱利久 ㈱ウイル・コーポレーション

津軽海峡フェリー㈱ ㈱ロジックスサービス ㈱セントラル

㈱テーオーホールディングス 関東 ㈱東京めいらく（めいらくグループ）

㈱東海日動パートナーズ北海道 神奈川トヨタ自動車㈱ 関西・中国
道南うみ街信用金庫 関東いすゞ自動車㈱ ㈱オフショア

㈱道南ラルズ ㈱セキチュー ㈱サカイ引越センター

トヨタカローラ函館㈱ センチュリー２１・タイセーハウジング㈱ 佐川急便㈱

時田工業㈱ ㈱辻野 ㈱シティーヒル

永浜クロス㈱ 東芝産業機器システム㈱ 日本生命保険(相)

ネッツトヨタ函館㈱ 東京 ㈱フジキン

野口観光㈱ ㈱アクロホールディングス 九州
㈱はくねん ㈱アーネストワン ㈱九州パール紙工

(福)函館厚生院 ＡＬＳＯＫ綜合警備保障㈱ ㈱シアーズホーム

㈱函館国際ホテル ㈱飯田産業 ㈱トライアルカンパニー

函館酸素㈱ イリオスネット㈱ 官公庁・教育
（公社）函館市医師会　函館市医師会病院 ㈱エービーシー・マート 青森県警察本部

函館市亀田農業協同組合 ㈱エフティグループ 青森県立三戸高等学校

函館商工会議所 ㈱大崎 岩手県警察本部

函館商工信用組合 ㈱共立メンテナンス （学）野又学園

函館スズキ販売㈱ ㈱コーセー 警視庁

函館どつく㈱ シダックス㈱ 函館市役所

函館トヨペット㈱ ㈱ジャパンテクニカルソフトウェア 洋野町役場

函館日産自動車㈱ ㈱商工組合中央金庫 防衛省・自衛隊

㈱函館マツダ ㈱叙々苑 北海道七飯高等学校

㈱はなまる 新日鐵住金㈱

浜津会計事務所 住友不動産エスフォルタ㈱

㈱光合金製作所 ㈱セノン



2018 年 3 月 30 日 

就職問題懇談会 

 2019 年度大学、短期大学及び高等専門学校卒業・修了予定者に係る就職について（申合せ） 

 

 大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）は、グローバル化や情報通信技術の急激な進展により、社会構造

が大きく変化している状況の中で、学生にこのような社会に対応し、未来を切り拓いていけるような高い学力と豊かな人間性を身

につけさせた上で、社会に送り出す社会的使命を負っている。その責務を果たすためには、正常な学校教育と学生の学修環境

を確保することが不可欠である。 

 その理念の下、国公私立の大学等で構成する就職問題懇談会は、2019 年度卒業・修了予定者の就職活動の秩序を維持し、

学生の就職機会の均等を期するため、各大学等が取り組む事項について下記のとおり申し合わせる。 

 なお、この申合せを行うに当たり、各大学等においては、全教職員が協力し、全学的にこれを実行することを確認する。 

 

記 

1．大学等は、以下の就職・採用活動の日程を遵守するとともに、企業等に対して、その遵守を要請する。 

   ・広報活動開始   ： 卒業・修了年度に入る直前の 3 月 1 日以降 

   ・採用選考活動開始 ： 卒業・修了年度の 6 月 1 日以降 

   ・正式な内定日   ： 卒業・修了年度の 10 月 1 日以降 

2．大学等は、就職・採用活動に関する本申合せの大きな目的の一つが、学生の学修時間の確保や留学などの多様な経験を得

る機会の確保など、学生の学修環境の整備であることを再度認識する。その上で、学生に対して、関連情報の周知や情報提供

に努めるとともに、個別の相談や指導等を行い、場合によっては企業に具体的な対応を要請するなど、きめ細やかな支援を行

う。 

3．大学等は、インターンシップの本来の趣旨に鑑み、その教育効果を高めることに努める。また、「インターンシップ」と称した会

社説明会や採用選考活動と捉えられる行事等を行わないよう、企業等に要請する。 

4．大学等は、採用選考において学生の学業への取組状況を適切に評価するよう企業等に要請する。 

具体的取組 

1．就職・採用活動の円滑な実施について 

【大学等における取組】 

（1）学生への周知・情報提供 

 ①就職・採用活動に関して注意すべき点の十分な周知 

   各大学等は、学生が混乱することのないよう、就職・採用活動時期について、その趣旨を含めて、学生に対して十分に周知

する。採用選考活動が授業期間と重複するスケジュールであることを踏まえ、学生個々の学業と採用選考関係の日程が重複す

る場合には、採用選考関係の日程調整に関して企業等に相談することも可能であること、留学や教育実習等を希望する際は注

意が必要であること等を特に周知し、就職活動が学業を妨げないよう指導する。 

   また、就職活動に関して不都合が懸念される場合には、できるだけ早期に企業等に申し入れたり、大学等の就職担当者に

相談したりすることが重要であることも、合わせて周知する。 

 ②就職関連情報の積極的な提供 

   学生が進路選択する際の検討に資するため、各大学等は学部・分野別の就職実績や、各大学等の職員採用についての

採用方針・採用実績等の情報の積極的な提供に努める。 

（2）就職・採用活動スケジュールに関する留意事項 

 1 「企業説明会」の取扱い 

   卒業・修了前年度 3 月 1 日より前は、学内及び学外で企業等が実施する「企業説明会」に対して会場提供や協力を行わな

い。なお、「企業説明会」とは「会社説明会」、「学内セミナー」等の名称に関わらず、採用を目的として事前に採用予定数や選考



スケジュールなどの採用情報を広く学生に発信するための説明会を指す。 

   卒業・修了前年度 3 月 1 日以降、「企業説明会」を大学等の協力の下に実施する場合は、参加の有無がその後の選考に影

響しないことを学生に対して明示する。また、実施に当たっては、土日祝日や平日の夕方以降の実施など、可能な限り学事日程

に配慮する。 

 2 学校推薦の取扱い 

   学校推薦は、卒業・修了年度 6 月 1 日以降とすることを徹底する。 

 3 正式内定開始日 

   正式内定日は、卒業・修了年度 10 月 1 日以降である旨学生に徹底する。正式内定に至るまでの間においては、複数の

内々定の状態が継続しないよう、学生を指導するとともに、9 月 30 日以前の内々定は学生を拘束しないものである旨徹底する。 

（3）初年次からのキャリア教育・職業教育の充実 

  キャリア教育・職業教育は、就職活動に関する指導とは異なるものである。しかし、学生の職業観や勤労観を涵養し、個々人

の個性や適性に応じた職業を学生自ら選択できる能力の育成や学修意欲を高めるために極めて重要であることを踏まえ、初年

次からのキャリア教育・職業教育の充実を図る。 

  キャリア教育の実施に当たっては、前述の「企業説明会」とは明確に区分した上で、幅広く企業等の協力を得つつ、積極的な

取組を行う。 

【企業等への要請事項】 

（1）就職・採用活動開始時期の遵守 

  以下の就職・採用活動日程の遵守を、企業等に対して要請する。 

   ・広報活動開始   ： 卒業・修了年度に入る直前の 3 月 1 日以降 

   ・採用選考活動開始 ： 卒業・修了年度の 6 月 1 日以降 

   ・正式な内定日   ： 卒業・修了年度の 10 月 1 日以降 

（2）学生の学業への配慮 

  企業等が学期期間中に採用選考活動を実施する場合には、当該活動が学業の妨げとならないよう、以下の配慮を企業等に

対して強く求める。 

 ①学生の学修に十分配慮した形での採用選考活動の実施 

   授業、試験、留学、教育実習等と採用選考活動が重複する場合は、学生からの求めに応じ、個別的な採用選考日時の変

更など必要な対応を明示的に行うこと。また、土日祝日や平日の夕方の活用も取り入れるなど、学生の学修環境を損なうことのな

いよう極力柔軟に対応すること。 

 ②採用選考開始日より前に採用選考活動を実施しないことの徹底 

（3）採用選考活動における評価 

  学生の本分を考えれば、採用選考において学生の学業に対する取組状況が適切に評価されることは重要である。 

  このため、企業等に対し、少なくとも卒業・修了前年度までの学業成果を表す書類（例えば成績証明書や履修履歴等）を選

考の早期の段階で取得し、採用面接等において積極的に活用することにより、学生の学業への取組状況を含めて適切に学生

を評価することを求める。 

2．就職・採用活動の公平・公正の確保について 

【大学等における取組】 

（1）情報の収集と学生へのケア 

  就職・採用活動が学生の学業を妨げることのないよう、開始時期の実態、職業の選択の自由を妨げる行為やハラスメント的な

行為の有無等について、情報を収集するとともに、学生へのケアに関する組織的な取組を行う。 

（2）インターンシップ 

  インターンシップとは、一般に、「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」と捉えられてお

り、あくまでも教育プログラムである旨を、学生に対して周知する。また、大学等が実施に関わる場合は、「インターンシップの推



進に当たっての基本的考え方」 及び「留意点について」 を踏まえ、適切に実施することを徹底する。 

【企業等への要請事項】 

（1）学生の応募書類等 

  学生の応募書類は、「大学等指定書類（『履歴書・写真・自己紹介書』、『成績証明書《卒業見込証明書を含む》』）」とし、企業

等に対して、就職差別につながる恐れのある項目を含む「会社指定書類」《エントリーシート等を含む》、「戸籍謄（抄）本」、「住民

票」等の提出を求めないよう要請する。 

  また、面接においても同様に就職差別につながる恐れのある内容の質問等をしないよう要請する。 

（2）雇用の機会均等 

  就職・採用活動は、男女雇用機会均等法及びその指針の趣旨や障害者雇用促進法等に則って行われるよう要請する。特に、

総合職採用における女子学生への配慮や、障害のある学生への適切な対応、あるいは学生が持つ多様性の尊重など、採用活

動における適切な対応を要請する。 

（3）職業の選択の自由を妨げる行為やハラスメント的な行為 

  必要な人材確保に熱心になるあまり、 

    ①広報活動開始前又は広報活動期間中に早期に採用の内々定を通知すること 

    ②正式内定開始日前に内定承諾書、誓約書をはじめとした内定受諾の意思確認書類の提出を求めること 

    ③6 月 1 日以降の採用選考時期に学生を長時間拘束するような選考会や行事等を実施すること 

    ④自社の内々定と引き替えに、他社への就職活動を取りやめるよう強要すること 

等の学生の職業の選択の自由を妨げる行為や、学生の意思に反して就職活動の終了を強要するようなハラスメント的な行為は

厳に慎むよう企業等に対して要請する。 

  また、予め示された必要書類以外のものを選考の最終段階や内々定後に求めることがないように、必要書類を含む採用選考

情報をあらかじめ明示することも要請する。 

（4）インターンシップ 

   インターンシップとは、一般に「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」と捉えられてお

り、あくまでも教育プログラムである。 

   したがって、その実施にあたっては、「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」及び「留意点について」を踏まえ、

適切に実施するよう要請する。 

  そのため、 

   ①広報活動開始前に「インターンシップ」と称した会社説明会や実質的な採用選考活動とも捉えられるような行事等は厳に

慎むこと、 

   ②そもそも、インターンシップは、「就業体験を伴うこと」が必要であるが、現在、インターンシップとして行われているプログラ

ムには、1 日限りで就業体験を伴わないもの（いわゆる「ワンデーインターンシップ」など）もあることから、このようなプログラムはイ

ンターンシップと称さず、実態にあった別の名称を用いること（当然、それらのプログラムの目的が広報活動であれば 3 月以降に、

採用選考活動であれば 6 月以降に行うべきこと。）、 

   ③インターンシップの本来の趣旨を踏まえ、その教育的効果を高めるためには、一定期間のまとまりにより職業生活を体験

することが有益である。大学等との連携の下、可能な限り長期間のインターンシップを実施すること、 

を要請する。 

（5）大学等の所在地等への配慮 

   大学等の所在地や学生の居住地が遠方である場合などには、それが採用選考において不利とならないよう配慮することを

要請する。 

3．その他の事項について 

【大学等における取組】 

（1）各大学等における職員採用の対応 



  企業等への就職・採用活動のみならず、各大学等における職員採用においても、本申合せを踏まえた対応を行う。 

（2）「申合せ」の内容の周知 

  各大学等は、「申合せ」の内容について、学内の教職員はもとより、学生への周知徹底を図り、学生に不安と混乱が生じない

よう適切に対応する。 

  また、企業等に対しても、以下の手段等により、「申合せ」の内容の周知を図る。 

    ①学内で企業説明会を実施する企業等への要請内容の手交 

    ②企業等に求人依頼文書を発送する際、「申合せ」又は「申合せ」の内容をまとめた文書の添付 

    ③その他、メール等による企業等への「申合せ」の内容の遵守に関する直接的依頼 

  各大学等による企業等への直接的な要請は「申合せ」の趣旨の理解促進に極めて重要であるため、各大学は主体的に上記

に取り組み、一層の周知徹底に努める。 

【企業等への要請事項】 

（1）学生の健康状態への配慮 

   採用選考活動の実施時期が梅雨や夏季に当たるため、企業等に対して、学生のクールビズ等への配慮を明示するよう求

める。 

 就職・採用時期の変更に関する背景と今後の方針について 

 学生の就職・採用活動の早期化・長期化の是正について、これまで、国公私立大学等で構成する就職問題懇談会が、大学等

関係団体の総意として、経済団体等に対し長年にわたり要請を行い、意見交換を重ねてきた歴史的経緯がある。現在の就職・

採用活動スケジュールは、2015 年度卒業・修了予定者から、広報活動の開始時期を卒業・修了前年度 3 月に、採用選考活動の

開始時期を卒業・修了年度の 8 月に変更することが、2013 年に合意されたことが基本になっている。 

 2016 年度卒業・修了予定者からは、学生の学修時間確保の観点等から採用選考活動の開始時期を卒業・修了年度の 6 月と

することに変更されたが、あくまでも就職・採用活動の早期化・長期化を是正するとの趣旨は堅持したものとなっており、以降 3 年

間にわたり、同じスケジュールが適用されている。そして今月、一般社団法人日本経済団体連合会は、現行の就職活動の実態

を踏まえ、2019 年度卒業・修了予定者についても同じスケジュールを維持することを決定した。 

 学生の学修環境の確保を考えた場合、現行日程が必ずしも最良のものとは言い切れないが、現行日程において、1 学部 3 年

次の授業への出席状況が改善していること、2 日程が維持され定着に向かうことにより、学生・大学は計画的に就職活動に対応

できるようになること、といったプラス面が確認されているところである。 

 2020 年度以降の卒業・修了予定者の就職・採用活動については、例えば、2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催等、

年ごとの状況変化はあるが、安定的な就職・採用活動が行われることが重要であることから、頻繁な日程変更は避け、学生が学

業及び就職活動の両方により安心して取り組むことができる環境整備を目指し、経済団体等と意見交換を行うこととする。 

 

1  「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」（平成 26 年 4 月 8 日一部改正 文部科学省、厚生労働省、経済産業省） 

（抜粋） 

 インターンシップと称して就職・採用活動開始時期前に就職・採用活動そのものが行われることにより、インターンシップ全体に対する信頼性を失わせるようなこ

とにならないよう、インターンシップに関わる者それぞれが留意することが、今後のインターンシップの推進に当たって重要である。 

2  「インターンシップの更なる充実に向けて 議論のとりまとめ」等を踏まえた「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」に係る留意点について～よ

り教育的効果の高いインターンシップの推進に向けて～ 

（平成 29 年 10 月 25 日 文部科学省、厚生労働省、経済産業省） 

（抜粋） 

1．就業体験を伴わないプログラムをインターンシップと称して行うことは適切ではない 

 インターンシップについては、就業体験を伴うことが必要です。 

 一方で、いわゆるワンデーインターンシップなど短期間で実施されるプログラムの中には、就業体験を伴わず、企業等の業務説明の場となっているものが存在

することが懸念されます。 

 インターンシップの信頼性の確保や教育効果の向上のため、こうしたプログラムをインターンシップと称して行うことがないようご留意ください。 

 また、就業体験を伴わないプログラムについては、インターンシップと称さず、実態に合った別の名称（例：セミナー、企業見学会）を用いてくださいますようよろ

しくお願いいたします。 

2．より教育効果の高いインターンシップの推進を図る 

  （略） 

 インターンシップを正規の教育課程に位置付ける場合には、「基本的考え方」に則りつつ、インターンシップの実施期間については、より教育効果を高める観

点から、5 日間以上の実習期間を担保することが望まれます。 

 地域の事情や企業規模等により、連続した 5 日間の実習が困難な場合は、事前・事後学習との組み合わせや、5 日間で複数の企業において実習を行う等の

形態も可能であると考えられますが、教育プログラムとして単位認定を行うものであれば、可能な限り連続した 5 日間とするなど、一定期間のまとまりにより職業生



活を体験することが有益であると考えられます。 

 

 

 

 

 

    

求人のお申込みについて 

    貴社様式または本学様式にてご提出をお願いします。 

    求人票は学生専用 WEB 公開と紙媒体でキャリア開発課求人閲覧コーナーに設置しますので、 

    貴社の会社案内等の資料がございましたら併せてご送付いただければ幸いです。 

    ＜求人票＞ 本学ホームページからダウンロードできます。 

    ＜ご提出方法＞ 郵送・FAX・E-mail でお送りください。 

    ・ご送付／お問い合わせ先 

     函館大学キャリア開発課    〒042-0955 北海道函館市高丘町 51 番 1 号  

     TEL.0138-57-2535 FAX.0138-57-2536  ＵＲＬ：http://www.hakodate-u.ac.jp    

     Ｅ-mail：syushoku@hakodate-u.ac.jp 

■交通案内■

市　電 JR函館駅から30分→湯の川終点下車徒歩20分

JR函館駅前バス停から36分→「滝沢町行」函館大学前下車

湯倉神社前バス停から8分→「滝沢町行」函館大学前下車

函館空港から10分（約1,200円）

市電湯の川終点から5分（約600円）

JR函館駅から20分（約2,000円）

◎羽田空港から7便

◎新千歳空港から2便

◎大阪（関西・伊丹）空港から各1便

◎名古屋（中部）空港から1便　ほか

※上記の各便数は季節により異なります。

バ　ス

タクシー

函館空港

直行便


